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家
の

生

的

I想 ' " ン’ぢ紫’̂3

ダ
I

ク
ィ
ン
の

『

種
源
論

』

.が
學
界
に
提
供
さ
れ
力
の
ほ

1

八
五
九

.年
の
こ
と
ヤ
、同
書
の
第
十 

五
章
に

：̂

進
化
論
が
.人
の
起
源
來
歴
の
上
に
も
說
明
を
與
ふ
可
き
こ
と
を
豫
想
し

て
.

あ
る
。
 

然
る
に

J初
め
て

'組
織
的

.に
進
化
論
を
論
述
し
*
へ
ッ
ヶ
ル
は
生
物
進
化
論
の
ぅ
ち
に
人

a

又 

は
箱
人
家
族

®

1
S
B

家
等
の
脾
會
の
来

S

を
も
說
く
可
さ
こ
、

/

」

を
首
唱
し
た
。

>
V

こ
で
ぺ

^

ジ
オ
ッ
ト
は
直
ち
に
ダ
ー
ク
ィ
ン
の
生
存
廣
爭
說
を

‘

政
治
組
織
の
發
展
の
上
に
適
用
し
、

1

八 

七
三
年
を
以
て

『

自
然
學

.と
政
洽
學

』

マ

J

题
す
る
小
冊
子
を
公
に
し
た
。
こ
の
誉
の
胃
頭
に

『

现 

代
の

一 :

特
色
は
自
然
科
學
的
知
識
の
暴
か
に
潘
進
せ
る
こ

W
.
:

是
な
り
。
：
：
：
新
思
想
が
如
何 

に

I, 

二
の
，要

K
i

r

於
て
、二
個
の

.

.古
'
さ
學
問
、即

.
ち
政
治
學
と
轉
濟
；學
と
を
變

.
革
せ
を
や
を

W

舉

か十

I

卷

s

i)

購説國家の仏物か的觀察

 

'第四
號
，

ニ
五

j

4
 -r

-
-
-
-N

r：

&

レ
.
.
.
，
-
? 

i
.
.
-

|r

、k
J
ii

'て'，

絶十

一

卷

(

四五

5

論
說
戰
後
の
蘭
挑
政
辩 

中
立
國
と
ポ
利
な
る
倏
件
を
以

て

、通
商
條
約
を
歸
結
す
る 

を
し
て
聯

'合
講
國
に
對
す
る
ょ

"
^も
.同
盟
譜
國
に
藥
し
て

. 

'聯
仓
講
國
の
間
に
稍
や
大
な
る
經
濟
上
の
組
織
を

&

け

ゃ 

の
苟
限
せ
ら
る
可
き
や
論
を

.俟
わ
す
。
少
な
く
と
も
英
.國
 

以
て
、®
易
上
の
關
係
を
傳
し
力 

し
て
少
數

W

す
る
，の

不

利

#
.
は 

前
に
按
へ
な
が
ら
、更
に
他
國
に 

变
す
可
し
と
云
ふ
が
如

き
、,
に

る
國
に
就
て
云
ふ

 

>ヒ
さ
は

- 

到
底
免
か
る
能
は
ざ
る
所 

大
な
る
不
利
益
を
及
ぼ
す 

一
般
の
贊
成
を
傅
す
る
に

豫四
稍

.

.

,:
.
-
!
r
s
;

を
欲
す
可
し
。

S
、

く

y

中
立
諧

M

 

，多く

接
近
す
る
に
至
ら
し
め
ん
か
、 

5

.
ご
す
る
も
、爲
め

 

'
 

に
生
ず
る
刹
猛

 

.

0

如
.き
從
來
自
由
輸
入
の
政
能
を
 

.

參
、數
の
供
給
源
嚴
を
殊
更
に
制
限
 

に
風
す

マ
レ
す
可
く
此
不
利

〈

娘
を
目
 

ことを理由し

.

て
、自
ら
之
を
甘

 

値
せ
ざ
る
議
論
な

6
-



:r* へ'T|J]，:
' ijif? li!；
:t

:痛

f翻 '、- .

览

十

5

 

s

五

四

〕

識

E

 

s

f

化

-物

學

的

觀

银

 

银

叫

號

，

ニ

"
-
ハ 

に

論
評
す

る

も

必

ず

し

も

無

用

.

の
こ
ビ

に

あ

ら

ざ

る

可

し

』
V
J
,

記
し
て

あ

る

。

ベ

，
-
ジ

オ

ッ

ト
 

ぱ
人

填

の
0

史

上

、

生
蒋
魏

0

の
最
も
有
力
な
ぢ
齊
素
な
る
こ

Iを
'
 

を
0

め
た
：の

で
、

ダ

1
ク
ィ
ン 

の：

學
説
を
初
め
て
政
治
學
に
應
用
し
力
偉
效
は
之
に
歸
せ
ざ
る
を
得
ぬ
。
然
る
に
ダ

1

ク
ィ 

ン
と
旧
前
後
し
て
進
化
論
を
唱
へ
た
ス
ぺ

ン

サ

ー
も
亦
一
八

.七
九
年
か
ら

‘

『

W

會
學

'原
理

』

を 

公
し
て
制
度
の
發
遂
を
説

き
、

を
の
政
治
制
度
篇
は
一
八
八
一
一
年
に

.
完
成
せ
ら
れ
た
。
義

0
 

の
先
雜
濱
野
渡

.邊
兩
氏
が
譯
し
て

『

政
治
哲
學

』
W

題
し
力
の
は
こ
の
政
治
制
度
麓
で
あ
る

。
' 

ス
 

ぺ

ン

サ

ー

は
更
に
社
會
學
研
究
の
資
料
を
宽
集
し
て

 

一
A

六
七
年
か
ら

.

『

記
述
的
社
會
學

』

と 

題

す

る

j

大
編
'

露

物
を

績

が
し

一
八
八

1

年
ま
で
に
八
編
を
公
に
し
て
三
千
二
百
五
十
癒
の 

M

失
を

衆
つ
た
。

が

く

て

こ
の
誉
の
發
‘行
ほ
一
旦
中
止
さ
れ
力

が
、

遺
言

に

依
て
遺
遂
か
ら
将 

る

收

入

'

V」

經
費
に
光
て
\
更
に

五

線

を

出

す

こ

な

タ

支
那
の
部
は
を
の
一
と
し
て
旣
に 

舉
界
じ
窗
與
せ
ら
れ
た
。

さ

り

な

が

ら

こ
の

.

豐
富
な
資

料

，

も
，

以
て
社
會
科
學
に
十
分
な
反
響 

を

示

し

て

居

ら

ぬ

。
.是

は

1

は
ス
ペ
ン
サ

I

が

ダ
ー

ク

ィ

ン
ビ
異
ウ

て

！
^

會
•
相

互
の

K

に
於 

け
る
生
存
競
争
を
旧
却
し
て
個
人
主
義
の
上
か
ら
常
に
立
論
し
、而
し
て
グ
ご
の
學
說
が

1

世
を 

孤
W

し
力
ハ
胸
で
あ
る
か
ビ
思
は
る

/
 ̂

0
即
ち
.
ス

ぺ
ン

サ

ー

は

社

會

ざ

國
.家

と

を

®

同

し

て

®

ウ
力
の
で

M

家
の
生
物
專
的
觀
察
の
上
に
貫
献
す
る
こ
マ

」

が
割
合
に
乏
し
か
ジ
力
の
で
あ 

る

0
 

. 

, 

. 

•

獨
逸
で
は
普
通
進
化
ご
云
は
ず
し
て
發
屈
マ

J

云

.

ふ
が
、®

歷

史

的

發

展

の

法

則

を

世

界

史

の 

上

に

發

見

し

た

へ

ー
グ

ン

は

夙

に

社

會

の

槪

念

ヒ

國

家

の

槪

念

と

，：

^

膝
別
し
、を

の

M
：

弟
中
•俊 

秀
の
聞
あ
り
し

U

 

I

レ

ン

ゾ
.ス

タ

イ

ン
は

3
：

十

年

代

の

中

葉

に

.
B

里
じ
遊
び
て
同
地
に

®

®

 

せ
る
励
會
主

'

義
の
思
想
を
研
究
し

T

现
化
佛
國
の
社
會
主
義
共
産

.
主
義

』

を
著
は
し
て
獨
逸
の 

學
界
を
醫
醒
し
、獨
遂
に
於
て
は
當
時
な
ほ
斬
新
な

◊

レ
社
.會

の

槪

一

念

を

確

立

レ

之

ご

同
 

時
に
モ

I

グ
は
又
，
論
文

『

國
家
科
學
ビ
社
會

‘

科
學
と

』

に
於
て
極
め
て
眞
面
目
の
態
庇
を
以
て 

社
會

な

る

槪
念
ゆ
起
源
發
展
本
質
を
瑜
述

し

た

。

.

グ

ナ

イ

ス

ト

が

國
法
學

者

と

し
て
英
國
に 

於
け

る

憲

法

行

政

法

の

社

會

的

基

礎

.を

腦

明

し

力

0

も
亦
國
家

V
J

社
會

V
J

の

K

別
を
明
に
す 

る

力

が

あ

り

た

。

そ
の
他
詩
人
に

し

て

*

術
家
た
る
ジ

r

v

も
鋭
.利

な

る

觀

察

服

を

以

て 

巧
に
實
際

.

社
會
の
狀
態
を
描
寫

b

,

て
社

' 

會
の
槪

.

念
を
明
に
し
た
。

か
く
擧
者
詩
人
の
間
に
社 

愈
に
對

す

る

研

虎

が

行

.は

れ

て

來

の

で
、

當
時
學

界

，に
於
て
白
面
の
靑
年
カ

ク

し

ト

ラ

イ

チ
 

ヶ
は

.『

社
會
科
學

』
V
J

遇
す
る
論
文
に
於
て

こ

の

大
勢
を
抑
止
せ
ん
と
し
た
。

を

の

論
撞
は
敎 

猪

十
}

愈

(
§
:

五玉

)

諭

E

 

.哪

家

の

生

物

學

的

觀

察
 

然

H

懷

 

ニ
七

i
n

-■'ま



I . ' ゲガ; K そ?ダ v*vrr‘：;トプ，もt?ぞtいて- 1ギ '、0̂ sVTT̂A ペニ *ゾ-?•ぢこザ為:;.ぐぶ广'，？'ンご:;、、'![|ijy

、'■ ■ ' ' ' : ’ ’ ;ir

.
■l
,
-
、
T
,
t
. 

- 

-■ 

? »■ 

-
4 

■
J-V 、.1v- .I.- 

>
^
^
1
-
. 

r
*
^
-
-
'
r
r
- 

J
-
u
l
 ̂

>■ -T- f- f

-
み
-

r 

- 

I 

■ 

■ 

J
. 

.
‘
■ 

I 

■-,
 

-
:
■ 

-
-
I 

.
- 

■ 

■ .rrr 

■ 

.

.
- 

r 

I 

- 

■ 

-

—-

ニ 

- 

'
. 

-
- 

I 

n 

,
: 

: 

- 

. 

■,- 

- 

f? 

J i■ 

, 

»
l
-
-
-
-
l
.
r
'
■

<■
■ 

- 

-
^
K
»
s
s
n
«
^
i
»
»
r 

f 

tilths. .
.

.. 

■ 

-
. 
-■ 

*
t
*
»
y
l
s
4
l 

X
*
. 

%
<
f
i
r 

* 

I
t
n
r
^
.
^
t
t
f 

d
.
«
t
^
.
«
 ̂

*
t
^
M
. 

J 

.
1 

-
v
 ̂

バ
• 

*
I .、‘ 

• 

>
' 

t
c
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•
#
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■
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-
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露
十一

卷

(

凶
‘玉
，；

o

論

說

岡

家

の

生

物

複

.⑩
觀

察
 

部

四

號
 

二八

會
に
陶
ず
る
學
問
は
之
を
思
推
し
得
ら
る

/
、̂又
美
術
家

®

會
に
關
ず
る
學

ii：

も
之
を
思
惟
し 

得
ら
る
然
も
す
ベ
て
の
社
會
の
範
圓
に

.腐
，す
る
雞
：

.驳
な
る
萬
般
：の
事
物
を
包
括
す
る
科
學 

は
之
を
思
惟
す
る
こ

ゾ
レ
は
出
來
無
い
と
云
ふ
の
で
あ
ウ
ぬ
。
然
る
に
ダ
ー
ク
ィ
ン
の

『

種
源 

能』

の
公
に
せ
ら
れ
力
年
に
力
ー

V

マA

ク
ス
の

『

經
濟
學
評
論

』

.は
‘經

濟

上

の

定

數

論

を

齋

表 

し
、
次

で

1

八

六

七
年
，の『

資

本

論』

第

!
卷
は
こ
の
主
張
を
徵
衍
し
近
.代
社
會
に
於
け
る
經
濟 

上
の

®

動
律
を
明
に
せ
ん
ご
し
た
。

•マV

ク
ス
の
社
會
主
義
の
理
論
を
構
成
せ
る
に
對
し
て 

獨
逸
の
勞
働
者
を
糾
合
し

‘て
初
め

'て
社
會
黨
と
し
て

®

動
せ
し
め
カ
フ
ス
グ
チ
ナ
ン
，ド

•ラ
.
ぺ 

サ
I

ル(

些
事
で
は
あ
る
が

I

言
し
て
置

ぐ
、
ラ
ッ
サ
ー

ダ

ほ
プ
レ
ス
ラ
ク
出
生
.の
ユ
ー
デ
で
元 

来

L
a
s
s
a
l
V
J

署
し
て
居

ゥ

ゃ

が
、
a
 

M
f
f
l
在
卞
侧
譜
の

一

綴
昔

l
e

を
語
尾
に
加
べ
て
素
生
を
晦
ま 

さ
ぅ

V
J

し

力

の

で

あ

，る

V
J

ド
ク
ト
ル
ス
ー
ド
ク
ィ
じ
の

『

共
産
主
義
無
政
庶
主
義
社
會
主
義

』 

に
ぼ
記
し
あ
り
獨
逸
人
も
ラ
ッ
サ
ー
ル
ビ
發
昔
し
て
居
る

)

。
は

*

一
 

A
六
ニ
年
に
伯
林
で
試
み 

力『

政

B

論』

ざ

云
ふ

1

場
の
講
演

で
、
憲
法

V
J

は
何
，どや
と
の

.
間
に
答
へ

' 
て國'
家
社
會
と
の 

關
係
を
明
に
レ
て
居
る
。
聊
か
長
く
は
あ
る
が
今
左
に
譯
載
す
る
。

n

『

憲
法
に
し
て
架
し
て
一
國
の
基
礎
的
法
律
を
構
成
す
と
せ
ば
、こ
れ
即
ち
余
輩
が
下
に
於
て 

.
詳
細
に
論
梵
せ
ん
と
欲
す
る
所
の
或
る
物
で
あ
る
。
假
に
之
を
一
の
泡
動
力
の
、國
內
に
布
か 

る
、
爾
他
の
す
べ
て
の
法
律
制
度
を
し
て
必
然
，實
際
に
於
け
ぐ
が
如
ィ

な
ら

し

め
、隨

て
將
来 

國
內
に
於

'

之̂
と

異
れ
る
他
の
法
律
を
布
く
事
を
得

ざ

ら
し
む
る
も
の
な

.

C
S

ど
說

明
し
て

置 

か
う
。

树

諸

君

、
ー
國
に
於
て
は
架
し
て

r

定
の
®
動
力
の
存
ず
る
あ
ク
て
國
内
に
布
か
る 

す

ベ

て
の
法
律
を
し
て
一
定
の
範
圓
に
於
て
勢
ひ
實
際
に
於
け
る
が

如
く
な
ら
し
め
、且

然
ら 

ざ
る
を
将
ざ

ら

し

，̂

る

こ

ビ

あ

ク

や

と

云

ふ

に、勿
論
或
物
が
存
す
る
の
で

あ
る
。

而
し
て

 

の
或
彻
は
！定
の
社
會
に
存
す
る
事
實
上
の
威
力
關
係
に
外
な
ら
ぬ
の
で

あ
る
。

で

そ
の

A
 

會
に
存
す
る
事
實
上
の
威
力
關
係
マ
し
は
即
ち

®
.會

の
す

ベ
て

の
法
律
並
に
法
親
的
設
備
を

し 

て
服
目

.のi
|

に
於
て

實

際
に
.於
け
る
が
如
く
な
ら

し
め
ず

ん
ぱ
止
ま
ざ
る
の
活
動
力
を
指
す

. 

の

で

あ

，る
。

<
r
s

に
譬
臉
を
假
タ
て
之
を
說
明
レ
て
見
や
う
？

こ
の
譬
險
は
余
輩
が

S

に
.
® 

ぶ
る
が
如
く
事
實
マ

」

し
て
現
れ
ん

t

と
は
全
然
不
可
能
で
あ
る
。
勿
論

こ
の
場
合
は

‘余
輩
が 

後
に
至
み
て
說
か
ん
と
欲

.す
る
が
如
く
形
を
換
へ
て
現
は
る

> 

V
J

は
あ
ら
う
が

、
^
 ̂

.
は
M

に
 

C?;、

こ
の
場
合
が
實
際
に
起
ら

5

マ

J

云

ふ
の
で
は

無

い
、
者
し
，
起
ク
た
な
ら
ぱ
如
何
に
事
物
の
眞

.
馆十
！
黎

(gr

五
七

)

，論識闕家
ル物學的
觀察
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五
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論
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參
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觀
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、

じ

‘1

C
 

相
を
暴
露
せ
レ
む
可

^
5
や̂
ぜ
云
ネ
の
で
あ
る
。
树

餅
！？

の
知
れ
る
が
如
く
フ
ィ
セ
ン
で
は 

法
命
全
誉

で

公
布

さ
か

★

も

の

A

み
が
法
律
と

レ
て

の.敦

力
を

有
す
る
。，法
を
全
番
は

.
^
^
1
內 

塔
®
旧

デ

ジ

力
I

印
刷
所
で
印
刷
さ
る

\

法
律
の
旅
本
は
內
開
賊
錄
局
に
保
管
さ
れ
、爾
餘
の 

記
錄

，局
、
圆
審
館

、各
®

店

等
で
は
印
本
の
法

❖

全

：
®

を

保

管

す
る
。

.

树
妓

じ
ふ
ム
ズ
ル

じ
の
火 

災

，
の
如

.

る

大

火
が
鶴

0
て
内
閣

記

0
局
，
圃

0
館
、各

誉
店
、
並

に

デ
ッ
ヵ

I

印
刷
所

を
延
燒

し
、且
不 

思
譲
に

.

.も

王
®

內
.他
の
都
會
に
も
同

.時
に
火
災
起

.ム
法
介
全

#

を

所

藏

せ

る

，私
.人

の

文

旗

も 

悉
く

廃
失

し
、
プ
ィ
セ
ン
，全
圃
'を
通
じ
て
一
麓
の
法
律

も

又
#

せ

ざ

る
に
至
ク
た
と
假
定
し 

力
な
ら
ぱ
、こ
の
視
融
氏
の
禍
の
結
莱
國
內
め
法
餅
は
全
く
を
の
跡
を
：留
め
ざ
る
こ
と
、
な

り
，
 

新
主
律
を
制
定
す
る
の
外
又
如
何
と
も
す
る
能
は
ざ
る
に
至
る
の
で
あ
る
。

，ゆ
'

能

君
こ
の
場 

合
に
於
て
進
ん
で
を
の
事
業
着
手
し
新
法
律
を
制
定
し
得

f

ビ
な
さ

f

の
手
續
や
知

何
、聊
か
之
を
研
究
し
て
見
や
ぅ

。

-

『

S
 
&に

法
律
は

を

の
痕
跡
を

§
3

め

ず

と
し

て、諧君
が

今
や
ザ
法
徘
を
袖

定

せ
ん
と
す
る
の 

で
あ
る
。
吾
人
は
國
，王
に
從
来
享
存
せ
る
と
同

一

の
地
位
を
與
ふ
る
こ
マ
し
を
徽
せ
ぬ
、否
國
王 

? ) 
i
. 

0
地
位
を
も
與
ふ
る
こ

ゾ
レ
を
欲
せ
ぬ

W

云
ふ
力
と
し
力
な
ら
ぱ
ゼ
ぅ
で
あ
る

.

0

:

王
は
簡
單
に
云
は
る

/

で̂
あ
ら
う
。
法
律
は
痕
跡
を

®

め
ず
ビ
す
♦
も
事
實
上
軍
隊
は
朕
に 

服

從
し
朕
の

.命
令
に
從
て
進
草
ず
る
、成
器
廠
兵
營
の

0̂

合
宜
は
朕
の
命
分
に
從
て
大
砲
を
虫 

さ
出
さ
せ
、か
く
て
砲
英
は
街
上
を
行
進
す
る
。
こ
の
事
實
上
の
威
力
を
機
し
て
，居
る
が
爲
股 

の
意
に
反

.しA
;̂

朕
の
位
地
を
左
右
せ
ん
と
す
る

.
も
朕
は
毫
も
介
意
，せ
ぬ
と
。
詣
君
堪
朦
は
國 

王
に

P

從
し
大
砲
は
王
命
に
ょ

C
V
V
.

發
砲
さ

る

、

の
で
あ
る
。
果
し
て
然
ら
ぱ
國
王
こ
そ
は 

*

法
の
，實
權
を
有
せ
ら
る

/

め̂
で
あ
る
。
又

.假
ね
に
詣
君
が
下
の
如
く

i
K

は
れ
力
な
ら
ぱ
如 

何
で
あ
る
。

‘
吾
人
プ

I
!

ィ
セ
，ン
人
の
同
胞
は

一

千
八
瓦
萬
人
で
あ
る
、こ

の

J

千
八
亩
，萬人
中 

大
地
主
力
る
大
责
族
ほ
極
め
て
少
'數
に
過
ぎ
ぬ
。
然
る
に
こ
の
極
め
て
少
數
の
大
地
主
が

一 

千
八
哲
萬
人

VJ,

對
，等の
權

.利
を
有
し
貴
族
院
を
組
綱
し
て
全

.國
‘民
の
選
出
せ
る
代
議
院
の
決 

譲
に
對
抗
し

P

利
盤
を
干
す
場
合
に
は
之
を
徘

M

し
て
®
み
ざ
る
は
吾
人
の
了
解
し
難
き 

處
で
あ

.
る
と
。

.假

A

に
詣
君
が
右
の
如
く
論
じ
て

吾

人
は
，す
ベ
て
貴
族
で
あ
る

豈

他
に
特
に 

貴
族
院
を
要
せ
ん
や

V
J

云
ふ
ぬ
な
ら
ぱ
ど
う
で
あ
る
。
树
諸
君
大
地
主

^
{
る̂
大
贵
族
は
勿

#

 

の
こ

A
f

農
民
を
®
て
能
君
に
向
て
進
ま
し
む
：る
こ
と
は
出
濟

g
、®

之
に
反
し
て
却
て
農
民
の 

攻
舉
を
避
く
る
が
爲
に
燕
命
に
疲

‘る
で
あ
ら
う
。
併
し
大
地
生
力
る
大
貴
族
は
常
に
富
娃
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ニニ一

に對レ國王對

V

て
大
勢
力
を
有
す
る
が
故
に
、を
の
勢
力
を
利

.用
し

V

 

®
隊
大

f
f
lを
動
か 

し
得
可
ん
こ
れ
直
接
に
兵
力
を
左
右
し
得
る

ざ

毫
も
異

本

ら
ぬ
の
，で
あ
，る
。

故
に
餅
君
、宮
廷 

國
王
に

S

し
て
勢
力
を
海
す

る
.'

の
貴

.
族
こ
を
は
憲
法
の
實
槽

.
を
有
す
る
の
で
あ
る
。

.

『

又

®

り
に
反
對
の
場
合
を
想
像
し
、國
王
と
贵
族
と
が
.互
ひ
に
相

一

政
し
て
中
古
の
組
合
制 

度
を
再
典
せ
ん
と
し
、而
し
て
數
年
前
に
實
際

r
部分試みやが如く小業激に纖する 

ば
か

◊

で
な
く
、中
古
に
於
て
然
ク
し
が
如
く
社
會
に
於
け
る
生
産
全
部
に

»

し
’即

ち

大

企

業 

H

揚
に
對
し
、機
械
的
生
産
に

i
f

し
之
を
再
興
せ
ん
マ

」

し
力
な
ら
ぱ
ど
ぅ
で
あ
る
。
請
君
の
知 

ら
る

〜

が
如
く
大
資
本
は
ヤ
古
の
組
仓
制
度
の
下
で
は
之
を
生
ず
る
こ
と
不
可
能
で
あ
る
。
 

興
の
大
企
業
、工
場
エ
業
、機
械
的
生
産
は
中
古
の
組
合
制
度
の
下
で
は
全
然
之
を
經
營
す
る
こ 

と
は
出
来
ぬ
。
蓋
し
こ
の
組
合
制
度
に
從
へ
ぱ
一
例
を
擧
げ
て

云

へ
ぱ
到
る
處
最
も
相
接
近 

せ
る
異
種

.の
勞
役
の
間
に
法
規
上
の
眼
を
定
め
、而
し
て
企
業
者
は

一

人
で
ニ
®
以
上
を
併 

せ
營
む

M

と
は
出
來
ぬ
。
漆
灰
を
塗
る
左
官
は
穴
を
塗

-
^
塞̂
ぐ
こ
と
は
出
來
な
ん
だ
、釘
®,沿 

ビ
鎭
鎭
冶
と
の
間
に
は
當
時
相
互
の
職
業
の

®

圓
に
關
し
て

K

鶴
が
絕
ぇ

な
.

ん
だ
。

更
沙
染 

従
事
す
る
も
の

U
、細
屋
に
な

.る
事
が
岀
來
な
ん
だ
。
且
义
組
合
制
度
の
下
で
は

r

企
業
家

W

の
生
產
瓶
も
亦
法
雜
を
以
て
嚴
密
に
规

5

 
S

ち

何
處
で
何

業

.
に

從
事

す
る
何
の

1
方で 

も
法
律
で
定
め

ら
れ
力
？

j

セ
干
の
勞
働
ポ
を
使
役
し
相
る

' 
の
み
で

あ
ウ

た
0
講

君

の

觅

ら

る

>
 

力
如
く
次
の
ニ
ク
の
理
，由
か
ら
大
生
産
、機
械
的
生
運
、機
械
的
事
業
は
組
八

n

制
度
の
下
で
は
一 

日
も
進
淡
れ
遂
る
こ
と
は
出
來

.ぬ。
蓋
し

i

の
大
生
産
に
は
第

r

同

!

，

本

の

掌

®

に
各
種 

の
勞
役
を
糾
合
す
る
こ

ビ

を
要
し
、第
ニ
に
大
量
生
産

ビ

自
由
競
爭
と
隨
て
努
働
力
を
欲
す
る 

が
®

に
無
限
に
利
用
し
得
る
こ

ざ

を
必
要
ご
す
る
の
で
あ
る

0 

©
今日組合制度を\愧
 

用
せ
ん

と

：

せ
ぱ
を
の
錯
果
は

.如
何

W

云
ふ
に
、大

な
る

更
紗
君
く
ぱ
榻
布

i
f

造

業
，激

力

る

♦

ホが
 

.ジ

じ

氏

I

グ
グ
ス
ホ

等
は

H
,

場
を
旧
®
し

勢

働
者

を
解

雁：

し
鐵

.道

會

社

も

勢

ひ
之

に
纹
は 

ざ

る

こ

と

を

得
ざ

：る

こ

ご

/

^

な

b

,

商
工
業
は
停
滞
し

手

エ
M

に
從

.事

す

る

観

方

の

大
多

.
數

は
 

之

，

が
.爲
に
或
.は

已

を
得
ず
或
は
任
意
に
徒
免
を
僻

雁

し

、

か
く
て
こ
の
數
.ふ
可
か
ら

ざ

る
無
數 

の
民
ル
は
麵
亂

ビ
勢
侧
ビ

を

求
め

て

街
上
に

0

が
り
、そ
の
背

' 後
に
は
*
を

目

睹

レ

て

' 

威
動
し 

之
が
評
判
に
ょ
り
て
激
勵
さ
れ
力
る
多
數
の
中
等

®

會
あ
り
、金
力
を
以
て
之
に
援
助
を
與
べ 

力
く
て

®
 V

は
服
裂
す
可
く
而
し

V

將
利
は
必
ず
レ
も

J

举
隊
の
侧
に
歸
'す
可
し
ご
も
服
ら
ぬ 

の
で
あ
る
。
レ
て
見
れ
ぱ
講
君
、ポ
ル
ジ
ヒ
庆

，H 

I
グ
ル
氏
等
す
ベ
て
大
工
業
家
こ
を
は
#
法

.

-
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二

1H
の
實
權
を
有
，
す
る

I

の
で
あ
る

◊
‘

『

又
假
り
に
政
府
が
大
銀
行
家
の
利

<
1

を
明
か
に

傷
ぐ

可

&

處
置
を
執
ら
ん

ノ
レ
し
な
ら
ぱ 

ど
ぅ
で
あ
る
。
例
へ
ぱ
政
麻
か
中
头
銀
行
に
命
じ
て
魂
在
游
せ
る
が

.如
く
、さ
な
さ
だ
に
す
べ 

て
の
金
融
界
を
支
配
し
目
下
を
の

基
#
!

に
ょ
◊
て
の
み
中
央
银
行
に
於
て
割
引
を
爲
す
の
信 

用
を
與
ふ
る

.
大
飯
行
家
大
資
ネ
家
に
對
し
、一
層

®

借
の
便
，宜
を
闘
る
，こ
と
を
翁
さ
す
、貧
困
潘 

中
産
者
に
資
本
融
通
の
道
を
開
か
ん

V
J

せ
ぱ

、即

ち

中
夹
銀
行
の
營
業
振
を
改
め
て
か

/5

る
結 

架
を
生
し
む
る
曉
は
架
し
て
如
何
ビ
云
ふ
に
諸
君
、勿論
之
が
爲
に
一
校
を
生
ず
る
こ

V
J

は
 

無
い
。
併
し
今

H

の
政
庶
は
決
し
て
か
る
處
置
に
出
で
ぬ
。

蓋
.

し
謝
君
政
府
は
時
々
資
金
、
 

多
額
の
資
金
を
要
し
而
も
粗
桃
を
以
て
之
を
徵
牧
し
得
ぬ
場
合
が
も
る
。
か
、
る

®
 <

n

に
は 

政
府
は
將
來
の
租
税
を
毅
消
す
る
の

®

を
執

-
^
.公
债
を
慕
集
--̂て
之
に
對
し
て
瞪
書
を
發
行 

す
る
。
こ
の
際
則
ち
銀
行
家
の
力
を
む
ら
ね
ぱ
な
ら
ぬ
。
勿
論
歳
月
の
經
過
ず
る
に
從
ひ
公 

愤
牆
誉
，

.の
大
部
分
は
結
，局
國
民
の
有
産
社
會
全
部
、小

®

金
業
者
の
手
に
歸
す
る
の
で
あ
る
。

I
s

も
を
れ
.に
は
歲

.
月

、
を
要
す
る
極
め

•て
，，長
の
歲
月
を
要
す
る
の
で
あ
る
。

然
る
に
政
.府
は 

即
别
教
く
ぱ
®
别
の
問
に
資
金
を
要
す
る
が
故
に
、即
ち
媒
介
赛
周
旋
八
を
用
ゐ
之
を
し
て
一

レ

: 

>
1 

冗
'

, 

•

:;穀

に
資
金
を
訓
遂
し
て
公
債
牆
誉
？
弓
受
し
め
而
し
て
こ
の
周
旋
人
；̂
象
月
の
經
過
と
共
こ 

引
所
に
於
て
市
價
を
人
货
的
に
騰
貴
せ
し
：

Q

力
る
後
を
俟
て
一
般
公
银
じ
，之
を

» 
A

渡
す

の
 

で
あ
る
。

Z

の
媒
介
者
は
即
ち
大
銀
行
な
る
が
故
に
政
庶
は
目
下
之
と
相
反
す
る
こ
ビ
を 

敢

て

せ

ぬ

。
，.
し
て
見
れ
ぱ
諧
君
、銀
行
家
た
る
メ
ン
デ
ダ
ス
ゾ

I

ン
氏

シ
ッ
ク
ラ

I
R

そ
の
他 

全
取
引
所
こ
を
は
憲
法
の
實
權
を
有
す
る
の
で
あ
る
。

『

又

®
 <

=
N

に
政
府
に
し
て
例

.へ
ぱ
支
那
に
行
は
る

/
.が
如

&

刑
法
を
敬
布
し
盗

V

S
の
父
を
も 

刑
す
る
こ
と

.

せ̂
ぱ
ど
う
で
あ
る
、こ
れ
も
竊

n： !

に實施され得可しごは思はれ̂
と
 

な
れ
ぱ
敎
育
ま
會

1

般
の
與
論
は
之
に

.對
し
て
極
め
て
明
强
に
反
抗
せ
ね
ぱ
止
ま
ぬ
。
宵
お 

も
グ

I

ハ
ィ
ム
ラ

I

ト
述
も
ず
べ
て
双
手
を
®
上
に
取
げ
て
驚
き
貴
族
院
議
貫
も
之
に
反
し 

て
異
識
を
唱
ふ
可
ぐ
、諧
思
あ
る
範
圓
ま
で
は
敎
ま

.社
會
一
般
の
舆
输
も
亦
憲
法
の
實
權
を
有

' 

す
る
の
で
あ
る
。
又
©
タ
に
政
麻
に
レ
て
貴
族
銀
行
家
大
エ
業
家
大
爽
ネ
家
等
を
滿
足
せ
し 

め

n

ノ&
し
反
し
て

S
 

K
 

爾
者
の
政
治
上
の
自

®

を
剝
齋
せ
ん
と
決
心
し
た
り
マ

J

せ
ぱ
ど
う
で 

あ
る
。
請

•せ
こ
の
決
心
は

.果
し
て
行
は
る
可

.JT；

や
と
云
ふ
に
、

勿
.
：

論

諸

君

一

時

行

は

る

/
^
で
あ 

ら

う

、そ

の

行

.は

る
、

こ

W

は
：S

に
事
賞
に
於
て

®

明
せ
ら
れ
カ
通
で
あ
る
。
余
輩
は
後
に
こ

‘将

1
-
1,

卷

：

ハjl
l
v
-
-

論r 

,7

傅
シ
圓
薄
の
生
物
學
收
觀
察
：レ
ン 

第

广

、

，
n
l
i

厂
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か
-

M

卷

S

B

.
論

M

旧

家

の

生

物

傘

的

觀

祭

 

協
！
！

狄 

II

ニ
ハ

のS
に
就
て
更
に

1

言
す
る
の
機
會
を
存
す
る
で
あ

.ら
う
。

W

又
假
に
細
民
勞
'
働
者
の
政 

治

上
の

自
由
は
勿
論

1

身
上
み
自
由
を
剝
奪
し
數
百
年
前
中
古
'の
時
代
に
各
國
に
於
て
事
實 

た
.：： S

し
が
如

く、
之
を
以
て
體
鎌
な
タ
農
奴
な
ク
ミ
布
吿
せ
ん

W

せ
ぱ
ど
う
で
あ
る
。
肅
群
こ 

の
希
望
は
果
し
て
行
は
る
、
で
あ
ら
う
か
。
否

S

王
と
貴
族
と

"

it"

等

f
f
l會
の
全
’ぜ
ビ
を
春
げ 

て
こ
の
點
に
就
て
一
政
せ
し
む
る

VJ 
.

も
決
し
て
行
ぱ
れ
ぬ
の
で
あ
る
。
蓋
し
こ
の
場
合
に
於 

て
細
民
は
言
ふ
で
み
ら

う
、
吾
人
は
之
を
思
ば
ん
ょ
ら
は
寧
ろ
死
せ
ん
の
み

V
J
。

勞
働
者
は
♦ホ
 

ダ

ジ
じ

.

^

1
グ
グ
ス
に
し
て
工
場
を
旧
鎮
せ
ず
ビ
も
先
を
银
て

f
t上
に
现
は
れ
細
民
全

S
s

を 

ホ
方
ビ
ハ
拟
し
ざ
の
聯
合
の

®

抗
力
は
之
を

'招
破
す
る
を
極
め
て
困
難
で

あ

ら
う
。

し
て
見
れ 

ぱ
0

君
、
極
端
の
場
仓
に
は
彼
等
も
苑
憲
法
の
實
桃
を
布
す
る
の
で
あ
る
。

W

部
君
一 

法
即
ち

r

國
に
蒋
す
る
事
實
上
の
威
力
關
係
は
即
ち
以
上
に
列
擧
し
カ
通
で
あ
る
。

通
常

®

法
と

灘

す
る

法
规
上

0

纖

法との關係如何

で
あ
る

か
。

諸
群
.は
蔽
ち
に 

彼

せ
ら
る

y

で
あ
ら
う
。

こ
の
事
實
上
の
威
力
關
係
を
一
.葉
の
白
紙
に
記
し
义
字
を 

を
现
は
し
か
く
之
を
記
條
し
た
：る
時
は
即
ち
を
•れ
は
最
早
事
實
上
の
威
力
關
係
セ
は 

去

#
 
ノ
レ
な
ム

M

廣

ビ

な

，ク

力

の

で

あ
る
。

而

し
て
之
に
進

反
す
る
も
の

.

は
部

せ
ら
る

國

S
：

憲 

世
人
の を

看 
て
之 

>
sて 

の
で

あ
る
。』

i

家
の

f
f
l會
的
要
象
は
，ラ
ツ
サ

I
 

,
ダ
に
依
て
右
の
如
く
充
分
に
解
剖
せ
ら
れ
た
、

§

も
國
家 

は

グ

ご

の

性

質

上

數

社

會

の

聚
<
pし
て
成
れ
る
も
の
で
國
家
に
反
働
し
て
肿
會
の
槪
念
の
起
れ 

る
は
當
然
の
こ
ビ

 

>
認

め

ら

る

、

に

：ホ
：
ウ

.た
。
然
る
に
ス
ベ
ン
サ
ー
は

I

八
七

C
K

ホ
t

こ
A
、、
 

て
は
な
ほ
且
國
家
ビ

<
E

と
の

M

別
を

g

 

せ
す
、或
は

社
，.

會
ビ
云
ふ
熟
字
を
國
家
と
同
意
義 

じ
用
ゐ
、或
は
國
家
を
以
て
政
沿
的

R

組
織
さ
れ
ぬ
る

®

會
な
ク
ビ
し

(『

社
會
學
原
理

』

鎮
ニ
仙
、
 

第
旧

1
T

 

0
節

-

I-
I
I

八
節

)

之
を
以
て
社
會
の
高
等
の
賴
廣
に
發
逮
し
た
も
の
ビ
侧
し
て
思
ウ 

た
。
是
れ
を
の
學
說
の
國
家
の
說
明
に
開
し

.
て
比
較
的
映
陷
の
多
い
所
以
で
あ
る
。
之
に
反 

し
て
グ
ス
タ

I

ス
.

ラ

ツ

H

シ
ネ

I

フ

H

グ
は

!

.八
九
三
年
に

『

政
治
事
の
本
倾
目
的

』

ど
云

ふ
 

1

#

を
公
に
し
て
、國
家
を
柳
成
せ
る
社
會
的
圓
體
が
通
银
經
織
す
可
き
天
則
的
必
然
的
現
凝 

を
自
然
科
學
的

R

研

§

九
し
て
得
た
を
の
結
果
を
後
表
し
た
の
で
あ
る
。
國
法
學
器
は
？！ジ
ネ
ッ 

ク
.の
如
さ
大
家
と
雖
も
國
家
の
起
源
如
何
は
到
底
楚
就
を
，得
可
か
ら

ず
と

.
爲
せ

る
が
、ラ

ッ
ツ
 

ン
ホ

I

ス
〒
ダ
は
#
め
て
明
快
に

血
族

圓
體
の

a

に
相

*

爽
し
强
蒸
弱
#
を
征
服
し
て
域 

餓十

一

卷

(

s

§

論

眺

S

の

被

察

 

m

i
 

ニ一

七
，

'

I

J!
I
:]1

I

I

一

-

‘ 

• 

• 

.

i



.4

I

I

I

i
i
i
I

然十！⑧

(
i
I
-
1

ハ六〕

論

に
政
治
上
社
會
上
.不平
等 

度
、永
久
的
形
式
を
倘
る
こ 

會
學
ぎ
と
し
て
：

^

ぺ
ン
サ
，

イ

ツ

ツ
も
ラ

ツ

ツ
エ

ンホ

て
評
細
論
光
し
て

居
る
。

はグ
ムプ
クイ
ッツ
に

.

.

.

.就

.

闕
家.

の
生
物
舉
别

.

觀
察；

.
"
' 

.

.

.

サ
四
ぷ.

；.
.

，.

：，
：

.

.

ニ
！
八.

.

な
る
社
會
的
圓
體
を
生
じ
助
産
の
安
固
を

0

る
が
爲

R
.統 

と
> 

t 

b
、國
家
の

兵
制
法
制
始
め
て

確
立
す
と
説
い
て
居 

|

と

異

.
=
^
て
人
稱
確
執
問
题

等
を

夙
に
研
究

し
た
ダ
ム 

I

ク
X

.

グ
に
傾
倒
し
て

『

國
法
學
通
#

』

に
於
て
國
家
の
起 

に
ォ
ッ
ぺ
ン

\

ィ
ヤ

.
1
も
を
の
會
心
の
憲

I

『

國
.
家
論

』 

每
ふ
少
，か

ら
，
ぬ
.
こ
と
を
本
交
の
ぅ
ち

1
^

自
認
し
て

S

る
-
の に 源 つ る 治

で 於 に り 的  

あ て 就 ク 社 制

る
0

張 マ
1

は
前
々
世
紀
の
中
葉
に
物
故
し
力
べ
ー
メ

 

\

が『

か
る
が
故 

の
動
機
に
依
れ
る
暴
威
と
統
御
の
後
端
力
る
掠
意
と
に
存
す 

へ
る
の
を
引

證
し

て

の
眞
理

に
近

&
も
の
あ
る

こ
ビ
を
云

ふ
 

以

て
&

族
圓
體
交
戦
の
絡
渠

に

成
れ
ク

V
J

說
い
て
居
る
の
で
ぁ 

I

は
人
如
の
生
て
往
く
に
は
勞
働
す
る
か
掠
着
す
る
か
何
れ
に 

ぱ
な
ら

ぬ
、
額
に
汗
し

て

得
力
る
傭
劍

を
.

他
人
の
額
に
汗
し
て
得
力
る
傭
剩
ビ
交
換 

の
必
要
を
滿
足

す

る

の
は
經
濟
的
乎
段
で
ぁ
ゥ

て
、
他
人
の
勞
働
の
成
架
を
掠
翁
し

オ ' 要11)1の
ッ す 白 起 ォ  
ぺ る な 源 ‘ッ 
ン に ら は ぺ  

Hん倾ン 
ィ 家 > 土 -  

マ を 云 鍋 イ

る に

大
齋
國 

こ
と
は 

て

居
る
が
、

 

る

0 

5
^

ち 

か
ぬ
ら
.ね 

し
て
生

S
3

 

て
独
か
ぅ

iIII
I

I

f

I

II
V

し
云
ふ
の
は
政
沿
的
手
段
で

.あ
る
。
國
家
に
於
て
治
者
の
目
的
と
す
る
處
は
即
ち
戰
勝

卷
ビ
 

し
て
戰
敗
密
を
經
濟
上
；

^

於
て
誅
来
す
る
こ
マ

J

で
あ
る
。
さ
れ
ど
®
家
は
漸
次
生
活
の
經
疯 

的

平
段
を
照
则
ビ
す
る

@

ぬ
な
民
®
體
じ
變
じ
て
く
即
ち
進
化
す
る
の
で
あ
る
ビ
論
じ
て 

屈
る
。

'こ
の

®

は
小
冊
子
で
は
あ
る
.が國
家
の
生
物
學
的
觀
凝
の
上
に
於
て
近
來
の
快
著
で 

あ
る
。
そ
の
經
濟
上
の
手
段

V
J

政
沿
上
の
手
段
と
の
別
を
立
て
力
の
は
、ス
ペ
ン
サ

I

が
社
會 

を
★

武
的
孤
型
マ
し

0
業
的
典
型
と
區
別
し
、更に
溯
て
は
コ
ム
ト

.が
社
會
發
展
の
段
階
は

®
 

初
は
ホ
元
が

r

し
て
終
極
は
廣
業
的
な
と
說
い
力
の
に
由
来
し
て
は
思
る
は
勿
論
の
こ
と 

で

®

ち
，激說
で
は
ま
い
が

>
y

の
國
家
を
社
會
學
的
に
論

i

九
せ
ん

-
V

の
抱
負
は
國
家
の
起
腐
に 

關
す
る
説
明
に
於
て
殊
に
明
；

^

現
は
れ
て
居
る
。.プ
プ
ン
ス
ト
ン
大
舉
で
政
治
學
を
講
じ
て 

居
る
フ

 ̂
I

ド
敎
授
は

j

咋
年
の
五
月

H
h
e

 

N
a
t
u
r
a
l

 

H
i
s
t
o
r
y

 

o
f 

t
h
e

 

State 

.マ

J 

®
す
る
小
著
を 

世
に
問
ふ
力
が
を
の
ぅ
ち
に
ォ
ッ
ペ
ン
ハ
ィ
マ

I

を

評

し

て

滚

洲

土

人

の

社

會

や

，̂

の

他

原 

始
的

K

的
の
立
て
、居
る
社
會
は
之
を
獵
師
の
祥
ヤ
國
家
を
爲
さ
、
た
る
住

K

と
し
て
#
斥
し 

て
居

る

，

そ
れ
は
差
支
な
し

V
J

し
て
懷
洲
聯
邦
や
キ
ャ
ナ
ダ
領
や
北
米
合
衆
國
の
如
&
國
家
は 

变
職
の
所
鹿
で

あ
る

？
云

^

定
義
に
，當

て
條

ら
ぬ
。

M

.史
上

か

ら

見

て

の

組
i

の
'

访T
1

卷

(

S

ハ
セ)

、

論
説
圓
家
の
生
物
學
的
则
察

 

第
！

！
®

 

ニ一

九一
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け-i
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論
說
闕
激
の
物
學
的
觀
察

 

港S

號

H
)

經
♦

的
で
あ

9

て
政
治
的
で
無
い
こ
と
は
明

.白
で
あ
る
。

で
あ
る
か
ら
を
の
定
義
で
は
上

r

し
 

の
三

國
は
國

家
と
稱
す
る
こ
ご
が
出
來
な
く
な
る
と
攻
撃
し
て
居
る
。

す
ッ

ペ
ン

、
ィ
マ

I

 

も

豫
辨
や
新
阿
蘭
を

以
て

國
家
發
展
の
極
到
達

す
可

さ
：
自

®

公
民

W

體
舰
し
て

&
n

る
J 7

しに 

大
英
國

の

海

.
取
力
に

保

識
さ

れ

て
出
來

た
.

植
民
地
で

勞
働
者

が
我
儘
：ま
極
な

政

治

を
巧
ウ
て 

居
る

以
上
完
全

な
も
め

で
は

無
い
が
之

を
國
家

ご
R
ル
做
す
も
亦
差
ま
な
い
の

で

、

國
防

の

心
要

 

を
が
*

じ
て
ガ
れ
ぱ

^
 <j：
一ハ
f

も
ポ
か
る
、
の
で
あ
る
。

然
ら
ぱ
北
米
合
衆

國
は
如

何
と
云
ふ
に 

今
で
こ

.
V

自
由
公
民

.

M

®

に
近
い
や
ぅ
で

あ
る
が
、
劍
立
の
當
お
は
奴

織
を
驅
使
し
て

土

地

の

 

ぽ
激
を
お
ひ
各

#

に
代
^

 

士
を
配
當
す
る
に
も
白
人

g
f

萬
人
に
就
さ

J

人
、黑
奴
六
蔣
し
、
千
み
、 

1

A 

0
1 

A
人
に
就
さ

1

人
と

定

め
、
即
も
黑
奴
の
五
分
の

三

を

白
人
の

數
に

加
.
へ
め
の
で
あ
る

0 

⑩

ち
®

 

K

サ
ル
奴
を
&
濟
上
に
誅
求
し
て
居
ウ

た
こ
ゾ
レ
は 

人
で
な
く
て

W

兆
利
加
か
ら
賀
牧

じ
て

来

ね
と

云
ふ
の 

す
る

ォ
ッ
ぺ
ン

、ノ
ィ
マ

I

の
說
は

精
神
に

於
て
も
事
實 

適

用

せ

ら

る

の

.

で
あ
る
？

而
し
て
自

®

公
民

0
1

の 

い
も
の
と
實
瞭

さ

れ
る
か
も
知
ら

$

が
、米

®

さ

/

グ
レ
、

®

 

f

な
事
實

で
、
W

之

が

住

の

印

度 

み
で
あ
る
。

故
に

H

家
の
起
源
に
關 

に
於
て
も
北
來
八

n

報
國
の
場

<
{
p

に
は 

說
は
是
は
逮

&

將
来

R

は
或

は

！
し̂ 

ぺ
I

ャ
ド

ネ

ス

の
連
動
.が
起
ウ
て
来I

た
の
を
見
る

と

政
沿
上

の
手

股
の
む
び
て

牡

舞

ふ
こ
と
は
あ

る
ま
い

と

思
ふ
。

四

*

'

ス
ォ

I

ド
敎

®

の
小
著
は
：

H

家
に
*
す
る
生
物
學
的
觀
察
が

.現
今

如
何
な
る
狀
態

にぁる 

や
を
、

jtr

として説して、
ダ

I

ク
ィ
ン
が
元
來
社
愈
的
進
化
と
個
人
的
继
化
ど
の
雨
而
か
ら 

f

い

.
ぬ

爲

め

華

者

が

徙

ら

に

，
兩

l
i

の
間
彷
擅
し
て
要
値
を
得
な
か
ウ
た
と
云
ひ
、生
理
學
心 

理
學
言

l
i

學
人
顿
學
等
の
方
面
か
ら
大
體
に
於
て
人
類
の
社
會
的
進
化
化
重
さ
を
置
&
、か
く 

.て
群
論
に
於
て

®

家
の
：本
質
を
説
い
て
居
る
。
毅
に
は
放
て
詳
細
ほ
紹
介
す
る
こ
と
は
出
來 

ぬ
が
人
颤
學
上
の
識
諭
は
余
輩
の
妹
に

«

味
を
感
じ
ぬ
點
で
ぁ
る
の
で
要
點
を
云
ふ
て
見

t 

は
家
族
制
度
に
關
し
て
は
モ
シ
ガ
ン
が

一

八
七

A

年
に

『

古

4

社̂

會

；®』

を

公

に

し

て

股

始

的 

圓

®

結

®

が

次

鎮

に

進

化

し

て

现

今

，の

1

夫

r

婦
制
疫
ご
な
ウ
た
ビ
の
說
.を主
張
し
て

か
ら
 

一
恥
專
界
を
風

,

し
，？！

ン
グ
ル
ス
の

.：

『

家
族
起
源
論

』

は
明
快
に
之
に
費
成
を
表
し
て

®

る
。 

そ
の
後
.へ

k

シ
ン
グ
ス
ン

\

ス
の
ク
？

I 

J

 

I

マ
I

ク
敛
授
は

『

人
類
結
婚
史

』

を
著
し
て
モ

ダ 

ガ
ン
の
説
を

®

し
、
ク
ラ
ィ

プ
ル
じ
の
ダ

"
I

セ

敎
授
の

『

家
族
制
度

論』

も
办
间
じ
く

反

對
を
ま
 

し
て
居

る
0

而
も
過
去
に
も
现
に
も
母
系
の
み
の
行
は
れ
て

居
る

處
は
勘
く

な
ぐ
、血

族

駒
 

资
十
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^
^
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'
圃
衆
の
生
物
學
的
觀
器

 

银城纖
 

四
ニ 

の
辦
へ
方
に
圓
體
的
に
結
婚
の
行
ほ
れ
た
こ
ビ
を
立
證
し
得
る
も
の
が
あ
る
の
で
，フ
ォ

1

 

ド
敎
授
は

'

 

ウ
ま
ク
屋
外
人
颤
學
卷
に
左
初
し
て
書
癖
人
類
學
者
を
振

W

し
て
居
る
。

モ
ル
ガ 

シ
の
圓
體
結
婚

.

說
は
抑
も
印
度
人
の

®

際
の
觀
察
に

i

い
た
の
で
あ
る
が
、メ
ル
ボ

I

ン
大
舉 

の
生
物
學
激
授
ボ

I

ル
ド
ク
ィ
ン

i

ぺ
シ
サ

I

 

V

し
0
0
洲
ア
リ
ス

•

ス
プ
リ
ン
グ
ス
土
人
保

®

{?£

ギ
レ
ン
と
は
履
外

«

慈
ビ

®

齋
研
究
と
を

‘該
ね
て

r

 

A
九
九
年
に
出
版
し
た

『

中
部
漆
洲

±

人

盤』

で
言
語

V
J

智

惯
と

に
照
し
て
圓
體
結
婚
の
行
は
れ
て
居
つ
力
こ
ビ
を
働
言
し
て
居
る
。

圓
體
結
婚
は
決
し
て
難
撒
で
は
な
く

ニ

九
0

四
年
に

ホ
I

ク
イ
ッ
ト
の
公
ね
し
た

『

東
商
滚
洲 

土

i

』

に
依
れ
ぱ
社
會
上
の
堪
位
は
元
來
個
人
で
な
く
し
て

W

體
で
あ
ジ
の
で
、隨
て
結
婚 

關
係
も
旧
體
的

V」

な
ク
た
の

.で
あ
る
か
ら
、是
を

*

し
て
雜
娘
と
云
ふ
の
は
當
ら
ぬ
。.借
方
の 

似
父
と
父
方
の
伯
父
と
が
別
の
棘
眼
で

®

別
さ
れ
て
居
る
の
は
を
の
體
據
で
あ
る
。
次
で
ス 

レ

1

敎
授
の

『

ト
I

テ
ミ
ズ
ム
ピ
外

®

制
度

』
ビ
が
出
版
せ
ら
れ
.て
か
ら
蠻
人
の
社
き
組
織 

は
社
會
的

i
i

進
化
レ

*

の
で
個

X

的
に

*

化
し
力
の
で
無
い
？

J

J
が
盤
々
明
か
に
な
ク
た
。

を
こ
で
フ
ォ
ー
ド
欽
挺
は
シ

.

1

レ
.

I

の『

政
治
學
坪
論

』
に
歸
納
的
に
政
沿
學
を
研
如
す
る
に

 

'

は
文
野
の

E

別

.を立
て
る

こ

ご
は

出
来
ぬ
、

政
治
の
行
は
る
、
す
ベ
て
の
社
會
を
公
平
に
觀
察

•
(
.
.
1 

.
 

V
-
-
,

せ
ね
ぱ
な
ら
ぬ
傅
物

思
！ '

者
か
亂
草
ヤ
あ
る
と
て
或
る
植
物
^̂
抑
斥
し
姐
赚
で
あ
る
と
て
或
る 

動
物
を

P

斥
し
得
ぬ
が
如
く
、氣
に
入
ら
ぬ
か
ら
と
て
或
る
國
家
を
抑
斥
す
る
こ
と
は
出
来
ぬ 

V
J

云
へ
る
を
引

®

し
て
、ォ
ッ
ぺ
ン
ハ
ィ
マ

I

.

の
血
族

®

體
を
も
自
ま
公

K
 

f
f
l體
を
も
す
ベ
て
國 

家
な
り
ご
し
、
/

ご
こ
で
結
論
に
於
て
人
は
社
會
的
進
化
の
所
生
な

-C
V

ご
の
名
题
を
揭
げ
、之
が
系 

論
と
し
て
國
家
は
人
類
存

®

の
永
久
的
普
遍
的
組
織
な

.=
N

人
の
圃
家
ょ

.C.

離
れ
難
さ
は
鳥
の 

.

&

氣
の
外
に
：

t
i

で
亂
さ
が
か
し
政
成
は
，

H

家
馆

一

の
機
關
に
し
て
動
物
性
の
一
變
し
て
人
問 

性
よ
な
る
の
時
に
先
て

®

る
人
圓
家
を

.
造
る
に
あ
ら
ず
し
て

.
國
.
家
.、人
を
造
る
な
り
、人
ほ
生
れ 

な
が
ら
に
し
て

.
政
治
的
生
物
な

A

y

'

Aの
t

t

贊
は
政
麻
之
を
造

A

政
ま
を
必
耍

V
J

し
之
を
求
め 

て
止
ま
ず
、社
會

f

は
大

®

特
辣
の
方
面
ょ
-
见
力
る
國
家
な
◊
、權
別
は
天
賦
の
も
の
に
あ
ら 

ず
し
て
派
生
せ
る
も
の
な
り
、權
利
は
國
家
內
に
存
し
國
家
と
離
れ
て
存
せ

.や
、故

に
權
利
こ

' 

は
 

必
ず
義
務
の
之
に
律
ふ
も
の
あ

b

。
自
ゆ
は
抑
制
な
さ
の
謂
に
あ
ら
ず
秩
序
あ
る
の
謂
な
と 

國
家
の
！：

2

的
は
人
の
完
成
，に
あ
る
も
こ
の
目
的
を
迷
せ
ん
ご
せ
ぱ
國
家
を
完
成
せ
ざ
る
可
か 

ら
す
。

制

M

の
善
.惡
は
械
人
，の
利
害
に
依
て
判
す
可
き
化
あ
ら
ず
社
.會
の
利
害
に
依
て
決
す 

可
レ
⑩
人
の
注
活
は
大
な
る
生

®

に
與
て
擴
充
せ
ら
れ
高

§

生
活
ビ

.I

體
を
爲
し
て
向
上
せ 

然十

.一

卷

S

七
！： L

論
：
.

魏：

.
嘲
家
の
.
生
物
舉
的
觀
察
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生
活
難
其
の
他
糧
糧
，の
事
情
に
ょ

A

鄉
里
を
逃
む
し
て
大
都
會
に
出
づ
る
き
は
、大
槪

R

服

人
足
と
な
り
、舉
公
人
と
な
れ

ざ
、
中
に
は
菜
弱
に
し
て
勞

.

役
を
厥
ひ
*或
は
痛

を

獵

て
職

を

央
ひ
、

®

問
は
町
家
の
門
先
に
立
ち
て
米
錢
を
乞
ひ
、夜
間
は
蔬
を
纏
ひ
て
道
化
橋
上
に
赞
？̂
せ
る
激 

.
 

、
、
、
 

.

も
少

か
ら
.

ず
、鞭
し
て
颗

#

人
と
い

ひ
、
無
宿
。乞
食

0

又
こ
も
と

も

い
へ
り
。

天
保
年
間
老
ヤ
水

1
?

越
前
守
忠
邦
が
農
村
荒
廢
と
都
市
人

n

の
继
中
ピ

.

を
憂
ひ
、江
戸
北
町

舉
ぉ
殷
山
お
衛

i
Z

尉
景
元
を
し
て
之

.

が
救
濟
策
を
調
査
せ
し
む
る

-

に
及
び
、野
菲
人
収
織
も

0

ら

一

問
®

ビ
.

な
れ
り

。

' 

天
保
十
三
年
五
月
、左
衛

r

a

尉
が
商
町
泰
行
鳥
居

W

 

#
守
忠
赚
と
述
名

に
て
上
れ
る
誉
額
に
は
、本
間
題
に
論

.

及
し
て
日
く
、野

4^^

人

は

無
職

の
.

無

招
な

れ
'

ぱ
、悉
く
之
を

石
が
鳥
人
思
得
場
に
收
容

す

ベ
く
，之
が
ぐ

.に
寄

®

雞
撒

0

要
あ
ら
，ぱ、同
所
附
近
の
板
財
木
狭 

镇十

I

卷，

S

セ
.

1
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論
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非人
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揚
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四
五
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.
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七1
D

論

.

訓
國
家
の
化
物
學
的
觀
察.

ら
る
云
'

.

^

と
説
い
て
居
る
。

ト

I

テ
ム
制
度
時
代
の
血
族 

い、ォ
ッ
；ヘ
ン
ハ
ィ
マ

I

の
所

§
i

政
治
的
平
段
の
行
は
れ

g

 

治
的
手
股
は
勿
論
緩
和
は
さ
れ
て
柱
く
が
全
然
廣
止
さ
れ
る
こ 

余
輩
は
自
ゅ
公
民
®
撒
も
矢
張
り
國
家
で
ぁ
る
ビ
见
做
す
も
の 

點
に
於
て
は
大
體
は
フ
ォ
ー
ド
敎
授
の
結
論
に
贊
成
し
て
可
な 

假
説
に
聊
か
狗
は
れ
て
居
り
は
せ
ぬ
か
ご
思
ふ
。
國
家
は
土
地 

同
制
皮
に
反

i
S

せ
ん
と
す
る
個
人
主
義
の
現
は
れ
て
か
ら
起
つ 

る
國
家
は
矢
服

-

1

種
の
變
能
力
る
に
過
ぎ
ぬ
。
西
か

〉

る
國 

義
と
が
双
方
か
ら
腰
過
を
加
へ
て
を
の
維
持
を
®
難
な
ら
し
め 

に
又
國
家
は
世
界
的
人
道
ビ
も
相
背
馳
せ
ぬ
や
ぅ
に
せ
ね
ぱ
な 

著
を
借
ね
て
現
今
に
於
け
る

®

家
の
生
物
學
的
觀
察
の
.

一

端
を 

の

目
的
で
あ
る
。
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四
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を
國
家

V」
#

ぶ
の
必

0
は
無 

處
に

H

家
は
無

い

の
で
、
而
し
て
政

を ！） で と  

秘 で あ は  

有 あ る 無

し る  い

妻 が を 、ど 

を 巡 れ 思  
秘 化 で は 、 

有 の を れ

た
の
で
.個
人
主
義 

家
に
は
個
人
主
義 

ね
ぱ
B

ま
ぬ
の
で 

ら
ぬ
0

ク
ォ
I
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說
明
し
や
ぅ
と
云

ふ 激 あ を
る
力
ら
 

め
他
の 

社
會
的 

し
て
協 

無

S

す

世
界
、王

る
0

故

授
の
小 

が
本
論

1

ザ

K

人
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